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宇治キャンパス合同見学会 ７月２日（金）

14:10 宇治生協前集合
※吉田からは１３：００時計台前発の

宇治連絡バスをご利用ください。

“光”で探るナノと量子の世界

超短パルス光(パルス幅
=100フェムト秒) を用
いて時間分解分光を行
い、超高速領域におけ
るキャリアの振舞いを
研究しています。

ポスターによる研究室紹介
(随時)

＠入口すぐ横 共通談話室
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顕微分光により単一の
ナノ構造物質を調べ、
集団測定では隠れてし
まう現象や異なる環境
下における発光の変化
に関して詳細な研究を
行っています。

こ の 手 法 に よ っ て 、
カーボンナノチューブ
の電子状態の微細構造
を直接観測することに
初めて成功しました。

発光の磁場依存性

単一顕微分光
(一粒子のスペクトル構造)

この手法を用いることによって半導体中の高密度
キャリア間に働く多体現象やナノ粒子間でのエネ
ルギー移動過程などを明らかにすることができま
す。

単一(シャープ)

ナノ構造物質(半導体ナノ粒子やカーボンナノチューブ等)に現れるユニークな物性を
最先端の分光法を用いて調べ、物理現象の解明と機能性材料の開発を目指しています。
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興味を持った人は

SrTiO3の発光

R. Matsunaga et al., Phys. Rev. Lett. 101, 147404 (2008).
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カーボンナノチューブの発光

H. Yasuda et al., Phys. Rev. B 77, 193202 (2008).
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